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日本組織培養学会
会員通信
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*.1 976年 1977年度幹事選挙について
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※佐藤温電・※梅田誠
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※横浜市南区浦舟町拶駅市大幅特E

※※京都市東山区山科御陵京都築大

幹事の半数の改選が同封の遺挙要領で行われるととKなった。例年投票率が械めて低いので

あるが、最高審議機関である幹事会の重要性を考え投票を行って下さい。

北第41回研究会開催について

世話人である高木良三郎氏から下記の予定で開催するとの連絡があった。

日 時:昭和 51年 5月28日(金)，29日(土)

会 場:福岡市中央区渡辺通二丁目 電気ピル本館地下 7，8号会議室
シンポジウム "functional cul ture" (予定)

D!c幹事会および総会議事録

1 0月23日〈木)， fti.石悲(宇都宮市大谷 )Kて幹事会が開かれ、下記事項Kついて協議さ

れた。これらの協議事項は翌 24日(金)の第 40図研究会総会においていづれも可決承認され

~-，'-。

なお幹事会出席者は、野瀬、佐藤〈弘}、難波、・二階堂、丸野内、各幹事の舛、会員通信担当

の梅田氏、ピプリオグラフィー担当の乾氏及び世話人山田〈喬)氏と次回世話人高木氏であった。

記

(l) 今年度ピプリオグラフ 4ー:原稿締切日は 11月 15日で、 23日現在27部しか到着して

いなL、。もし期限までK1 1 0部を削ると今年度分のピブリオグラフ 4一作成のための補助金

( 1 3万円〉が出なくなり、作成が非常陀因雛となるので会員の方々の協力を要請する。

(2) 次期幹事選挙:別項の如く行う。なお、難波、二階堂両幹事があたること Kなった。

(3) 会員名簿作成:堀川、佐藤(弘)両氏の尽力Kより、間もなく名簿が完成する。なお、名簿

の後Kは当学会の会則が載せてあり、名誉会員制の設定(別項参照〉忙より変更が加えられた0

(4) 名誉会員制:数年来幹事会で協議されてきたが、ここに新しく名誉会員制を設けること忙

なった。当学会K功労のあった方々の中から適時K幹事会が推薦し、その都度総会の承認を得

て、名誉会員を選ぶとと忙なった。なお名誉会員K選ばれた方々ば会費納入の義務が免除され

る。

師} 新入会員:新入会員、退会々員〈別項参照〉忙ついてはすべて承認された。

(6) 次回研究会:下記要領で開仰する。
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世話人:九州大学医療短大、高木良三郎氏

会 期:昭和 51年5月28日(金〉、 29日〈土〉

場 所:九電ホール

νンポジウムKついては，"functioning cel1 culture rcついて"と"組織培盤Kおける

pi thll "あるいは"組織培盤Kおける限界Kついて"を予定している。(別項参照〉

(7) 次々回研究会:

世話人:日本ロ 'Y~:研究所高野宏一氏

(8) その他:①東大医科研、勝田氏がこの穏雑誌InVttroの日:本Kおける coresponding

edl tor rcなられ当誌への投稿の窓口として便宜を針って下さいます。御利用下さい。

①前団幹事会で大阪繭科大川原氏より提案されたアメリカの Tissue Cul ture 

Associatlonからの本会K対する jointmeetingの申し入れK対しては詳しい情報を集めて検

討する。

①雑誌「組織培養Jより本研究会のνyポジウムの記録を記載させてほしいとの

申し出があった。これK関しては、その都度の研究会の世話人の方κ一任することKした。

(文賢丸野内〉

~第 40 回研究会を終って

山田 喬(独協医大病理)

今回の研究会では、創立20周年の記念を兼ねての研究会を開催する意味で、幾つかの新し

い企画を試みた。その睡旨は"ととらあたりで初心K帰って、新らたな飛闘のための脱皮をは

かりたい"と云うことであった。そこで特別鴫演として隠科研、勝因甫先生κ"日本組織培養

学会のはじまり"と云うお話を伺い、また国立遺伝研、吉田俊秀先生K、多年の労作の集大成

である"染色体K脅かれたネズミの歴史"の映画を上映していただいた。またこれまで毎回行

われていたシンポジウムを思いきって止めKし、主として培養技術を中心とした内容のWork

shop形式の話しを①肝細胞培様、②リンパ球T.B細胞分離培養法、そして⑤骨髄培養法の

各テーマの下κ、各々 2-3名の方々 Kお願いした。

恐らくこれまでの本研究会開催地陀くらべて、著しく交通不便である栃木県宇都宮在Kある

独協医科大学の購堂で研究会を開催したので、容加者治り川、のではないかと心配したが、幸い

なことに予想を上まわる怠会者があった。即ち会員 84名、非会員 104名、合計188名の拳加

者があり盛会裏K研究会を終了できたことを喜びをもって報告したい。

一般演題も程よく申込みがあり、予定時間K過不足なく発表の時間を配分するととができま

した。

なおWorkshopの購演内容のみを雑誌"組織培養"κ掲餓したいと思って居ります。単K研

究発表の記録にとどめず、 ζれを基医して、それぞれの鵠演内容及び質疑応答内容をふくめて、
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一つのまとまった技術論として側l執鍛戦く様Kお顕してありますo

との研究会の開催Kあたっては独協医科大学敏生物学教寝安村美博先生及びその教嘗.員一同

の絶大な御援助があったととを附記し、御礼申しあげます。

会員各位の御協力を心から感謝します。 ー

ot('.血清をねかせる?

一般K長く保存した血清より新鮮な取りたての血清の方が培養Kはよいと思われている。し

かし CHO-NAK細胞を用いた re1ativep1ating efficiency( rPE)でみている限り、との様

な通念とは逆の'IJrc多く遭遇する。新鮮で取りたての血消でcolonyの形成が押えられるOIl1}多

く、 -20"C rc数ク月K渡ってねかせた血清ではその様な例の頻度は著しく{丘、、。採取直後K

低ラ yタと判定されたものを加熱したり、ある程度ねかせるとランクのあがる例も多、、。採取

後の新鮮血清中Kは何か labileな inhibitor様因子があるらしい。 とれが普通的な事象か否

かはまだ不明だが、 Drosophilaのcel1でも同様な現象がみつかっている。同じ伺体の出消で

も分除方法を変えるととの機な inhibitoryeffectが変ることから、どうもー樋後天的な?要

因が大きく影響する様である。

いずれKせよ血清もウイスキーと同じく、 -20t程度でじっくりねかせることKよって一

種の安定状態が醸しだされるのかも…・・・?0 Ne wbOrn ca lfからは丁度クイスキー 1ピン程度

が得られ、心なしかねか杖た血清は始めの鮮紅色から落ちついたコハク色K変っていく。多く

の細胞稲K良好な blendは?とついつい考えたりするのはそのせも、かもしれな、、。

(三菱化成生命研中標津血清センター 阿部武丸〉

成新入会員

所属機関 同住所・電話 氏 名 噂門分野

東京大学医科学研究所 東京都港区白金台4-6-1 許 南浩 組織培盤

癌細胞学研究部 〒108
03-443-8111内259

岩手医大樹学部 岩手県盛岡市中央通り 小島 誠 口腔舛科
口j怪外科学第E講座 1丁目苧020

0196-51-5111 
内4317

独協医大徴生物学教室 栃木県下都賀郡壬生町大字 丹羽 章 微生物学・
北小林880 γ32ト 02 制胞生物学
02828-6-1111 

九州大学医学部 福岡市東区馬出3-1-1 仁保喜之 内科学・
第 1内科 092-641-1151 宇812 血液学

内2203

独協医大徴生物学教室 栃木県下都賀郡壬生町大字 山本勝彦 微生物学
北小林880宇321-02
02828-6-1111 
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所属隙関 同住所・電話 氏 名 専門分野

麻布獣医大 神市川県相模71原〒市2調2j野辺 大地隆温 家高繁殖
家膏~ffl塁手研究室 1・17-7 1 'T229 

Od27-5d-7111 

日水製薬 埼玉県草加市稲荷町 水 口 昌宏 組織地盤
開発研究部 1805 〒 3dO ， 

Od89唖 2d-1631

京都大学医学部 京都市左京区吉田近伊T 田代真一 生化学

際化学教電 〒 606
075・751-2111

内d378

日本阪大 東京都文京区千駄木 石河関子 細胞生物学
第 2病蹄.学教寝 1・1-5 〒113

03-822-2131 

日本医大館、原鴇科 I司 上 西川源一郎 a原掠科学
(病珂学〉

一一
同 上 |司 上 秋元成太 向上

東京大学築学部 東京都文京区本郷 後藤佐多良 生化学・
徴宅物療品化学教事. 7・3-1 〒112 細胞生物学

03・812-2111

内4562

佐々木研究所化学部
東京都町台千代2・田2区〒神1田0 

畏瀬すみ 生化学
険河台2-2 ，.，00 
03・292・2051

ぬ退 4222h E 者

1975年 10月23日〈幹事会で承認)

伺人会員

五十嵐紀子 東邦大 真保 俊 予研

森 澄乎・ 東京阪大 尾旦啓子 京大結研

神保勝彦 都立術研 岸本普文 京大医

黒沢 功 群馬大 加藤良 日水製薬

森脇絢子 癌研 安遥 虜 高，

上田俊男 東京女子医大 鈴木成美 松下病院

斎藤和久 鹿大医 佐藤昭彦 日綿実業

酒井真英 予研 河合和夫 静岡中央病院
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桜井淑子 予研

附田豊子 " 
松本雄雄 武田薬品

賛助会員

栄研化学

北海計量

国産化学

大五栄養.

日 綿実業

Microbiologial' Associate 

武 田薬品

編集後記

このコラムは度々、学会行事であるピプリオグラフ 4ー出版、幹事選挙、会員通信出版など

への会員の御協力を得られないことを慨嘆す毛文をのせてきたが、この号もピブリオグラフ 4

ー原稿再募集についてのお願いを掲蹴することになり、慨嘆することになってしまった。

商業雑誌の中陀本学会の機関謝守役割をはたさんとするものが出現したり、会員通信の有様

も再検討する時期医きているのであろう。

本年度最終号を出すKあたり、原稿執筆などで御協力いただいた各位に感謝いたします。

( s ) 
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1975年 Bibliography原稿募集についての・
再度のお願い

会員各位の 1974年発衰の蛤文についての bibliograpby用の原稿訪Zいまだに 70数点しか集

っておりません。

文部省の補助金を得ている関係ム 120点以上を集めないと発行するととが出来ませλ得

皆様の御協力を重ねてお顕いいたします。

執鐙要綱は昨偉，→乍年と同じです。 1974年の年号のついた論文の英文抄録を電動タイ

プで 15X22C11以内に治めて打。て下さ、、。

宛先は 宇 104 東京都中央区築地5-，・1
国立がん屯;/~- 生化学部

佐 藤 茂 秋

〆切は昭和51年 1月末日迄と延長いたしますが，お忘れなし今すぐKでも肩意してお送り

下部、ー

(昭和 50年 12月 梅田代筆〉
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